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平成30年度城東区区政会議 こども・教育部会（12月） 

                           

日時 平成30年12月13日 

                           開会 19時00分 

 

〇萩原部会長 それでは定刻になりましたので、ただ今から平成30年度城東区区政会

議こども・教育部会12月部会を開会します。 

まず最初に、事務局より事務連絡があるようですので、事務局よろしくお願いい

たします。 

〇縣総務課長 皆さん、こんばんは。総務課長の縣でございます。開会に当たりまし

て、事務連絡をさせていただきます。 

最初に、本日の手話通訳の方を紹介します。手話通訳を担当するのは、「城東区

手話サークルひだまり」の皆さんです。委員の皆さまにおかれましては、発言にあた

り、マイクは区の職員がお持ちしますので、マイクを通して、少しゆっくりめに話し

ていただければ幸いです。 

次に、区政会議は公開の会議でございます。これまでと同様、ネットでの中継、

録音、写真撮影等行いますので、ご了承ください。 

続きまして、委員の皆様のご紹介ですが、委員名簿を事前にお送りしております

ので、そちらをご参照いただきたいと思いますが、今回より委員の変更がございまし

たので、ご紹介をさせていただきます。 

これまで公募委員として、福里様にご参加いただいておりましたが、退任されま

した。本日の会議から、同じく公募委員として福井様にご参加いただいております。 

福井様、どうぞよろしくお願いします。 

なお、この部会では、部会長は萩原委員、副部会長は内山委員にお願いしており

ますが、規約上、部会長、副部会長も自らの意見を述べることができるとなっており
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ますので、あわせてよろしくお願いします。 

なお、部会長、副部会長におかれましては、委員として発言される場合には、発

言の冒頭で、「委員として発言します」とお断りいただけたら幸いです。 

次に、区役所の出席者でございますが、最初に区長の松本からご挨拶申しあげま

す。 

〇松本区長 皆様、あらためまして、こんばんは。城東区長の松本でございます。 

皆様方にはお忙しい中、またお寒い中、ご出席を賜りまして誠にありがとうござ

います。10月25日に開催されました区政会議の本会に引き続きまして、本日はこど

も・教育部会ということで、ご出席誠にありがとうございます。 

本日は資料といたしまして、10月の本会の方でお示しをさせていただきました運

営方針、これをバージョンアップしたものをお示しさせていただいております。 

また、部会の役割でございますけれども、主にそれぞれが担当する分野、本日で

あれば、こどもに関すること、教育に関することにつきまして、掘り下げて意見交換

を行っていただくことを目的に部会を行っておりますけれども、この間、委員の皆様

のから、会議で何を話していいのかというのが分からない、限られた時間の中、委員

同士で意見交換をするべきではないのかといったご意見をちょうだいしてまいりまし

た。ご指摘のとおりでございまして、それぞれのテーマにつきまして、委員の皆様で

掘り下げて議論をいただき、それを踏まえて、区としてどのように対応していくのか

ということを検討してまいりたいと考えておりますので、このことにつきましては、

後ほどあらためて趣旨の説明をさせていただきますけれども、今回からあらかじめ議

論をしたいテーマのご希望をお聞かせいただきました上で、ご希望が多かったテーマ

から順に意見交換を行っていただく形式とさせていただいております。 

また、委員の皆さんに活発な意見交換を行っていただきますよう、議論を進める

にあたりまして必要な数字、データ等でありますとか、あるいは現在の状況等につき

ましては、ご質問をいただければ、その都度、区の方より提供させていただきますけ
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れども、区としての見解につきましては、その都度お答えするということではなくて、

皆様方のご議論、ご意見をお聞かせいただいた上で、本日お答えできるものにつきま

しては、それぞれのテーマごとの最後に、また、少々お時間をちょうだいしなければ

ならないものにつきましては、後日、文書にてお答えをさせていただきますので、よ

ろしくお願いを申しあげます。 

それでは、委員の皆さんの貴重なご意見をちょうだいしながら、より良い区政運

営を進めてまいりたく考えておりますので、本日はどうぞよろしくお願いを申しあげ

ます。 

〇縣総務課長 次に、副区長の奥野でございます。 

〇奥野副区長 副区長の奥野です。よろしくお願いいたします。 

〇縣総務課長 その他、関係課長他も出席しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

それでは、本日お手元に配付させていただいております、資料を確認します。次

第の下側に配布資料を記載しております。 

※印がついている、別紙1および資料1～6については、事前に送付させていただい

ておりますが、念のため確認させていただきます。 

別紙1、区政会議部会名簿です。 

別紙2、本日のレイアウト図です。本日配布させていただいております。 

資料1、皆様にお願いした事前アンケートです。 

資料2、10月の区政会議本会での意見・質問への区の考え方です。 

資料3、運営方針検討版 Ver.2です。 

資料4、Ver.1から2への修正内容の一覧表です。 

資料5、平成31年度予算関連の事業概要です。 

資料6、10月の本会以降にいただいた質問への区の考え方です。 

資料7、この間、ご協力いただきました、区政運営についての委員の皆さまからの
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直接評価の集計結果です。 

資料8、ご意見・ご質問シートです。以上、お揃いでしょうか。 

続きまして、本日の部会の進行ですが、先ほど区長の挨拶にもありましたように、

限られた時間の中で議論の活性化を図るという目的で運営方法につきまして一部見直

しをさせていただきました。 

具体的には、今回新たな試みということで議論すべき議題やテーマについて、事

前にアンケートを実施させていただき、本日はその集約結果をもとに中心的な議題と

して3つのテーマを選ばせていただいております。後方のスクリーンにも映しており

ます。 

部会長の進行によりまして、3つの議題、テーマについて、それぞれテーマごとに

事務局から説明を行い、その後、委員の皆様で意見交換いただきたいと思っておりま

す。また、委員の皆様に活発な意見交換をいただけますように、議論を進めるにあた

り必要なデータであるとか、数値等につきましては、ご質問をいただければ、区から

提供させていただきますが、区としての見解につきましては、その都度お答えすると

いうことではなく、皆様方のご意見を聞かせていただいた上で、本日お答えできるも

のにつきましては、テーマごとの最後に、また、お時間をちょうだいする必要がある

ことにつきましては、後日文書でお答えをさせていただきます。 

また、3つのテーマについての意見交換が終了後に、3つのテーマ以外のその他の

ご意見についてお聞かせいただきたいと考えております。 

なお、円滑な区政会議の運営という観点からは、事前に委員の皆様にも、運営方

法の変更について説明をさせていただくべきであったかと思っておりますが、区とい

たしましても、区政会議の議論の活性化に向けまして、何かと試行錯誤という面もご

ざいまして、ご容赦をお願いします。 

また、今回の運営方法の見直しについてもご意見等ございましたら、3つのテーマ

が終わった後、その他のご意見の中でお伺いをしたいと思っております。 
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それでは部会長よろしくお願いいたします。 

〇萩原部会長 それでは議事に入りたいと存じます。 

まず本日の進行ですが、事務局から報告がありましたように、事前アンケートで

決定した3つの議題ごとに意見交換します。本日の議題はいまプロジェクターに映っ

ている3点です。 

まず、事務局から資料について総括的な説明をいただきます。その後、議題ごと

に運営方針などについて事務局に説明いただき、その後、議題ごとに意見交換をお願

いします。意見交換は１項目20分を目安とします。3項目の意見交換が終了しました

ら、その他のご意見を頂戴する予定です。 

その後、8時30分をめどに会議を進め、延長がありましても、9時には終了してま

いりたいと存じますので、皆様ご協力の程よろしくお願い申しあげます。 

それでは、議題について、事務局より説明を願います。 

〇牧企画調整担当課長代理 皆さんこんばんは。企画調整担当課長代理の牧です。 

失礼しまして、座らしていただいてご説明申しあげます。 

資料１につきましては、先ほど縣から説明があった通りでございます。 

次に、資料2をご覧ください。「城東区区政会議本会（30年10月）での意見・質問

への区の考え方」をとりまとめておりますので、ご確認ください。 

次に資料3をご覧ください。前回お示ししました運営方針ver.1のバージョンアッ

プ版の、ver.2でございます。主な変更点につきましては、資料4にあります変更点一

覧にも掲載しておりますとおり、31年度予算算定額と主な増減理由と業績目標の追加、

58ページに予算一覧等を追加しておりますので、ご確認よろしくお願いいたします。 

この金額ですけれども、予算の算定におきまして、城東区の案を現在大阪市の財

政当局に予算要求をしておりまして、その金額ということでご理解いただければとい

うふうに思います。この予算につきましては、今後、来年3月の市議会の審議等を踏

まえまして、確定していくという流れになります。来年開催予定の区政会議本会で予



 

－6－ 

算案を報告させていただきたいと思っているところでございます。 

各具体的取組の詳細については、後ほど議題毎に説明させていただきます。 

資料5については、運営方針の関連資料ということで、各予算事業概要の一覧でご

ざいます。またご参照ください。 

資料6については、本会以降にいただいた質問に対する区の考え方でございます。 

今年起こりました地震であるとか、台風での学校の被害の状況はいかがかという

ご質問をちょうだいしまして、資料提供という形で記載いただいたんですけども、区

としての考え方のところに被害状況をお示ししております。 

その他、鴫野小学校で実施されている日本語教育の状況なども資料提供してほし

いということでしたが、こちらの区としての考え方のところに、状況を確認したもの

を示しておりますので、こちらの方もご確認いただければと思います。 

あわせて、とりまとめが遅くなりましたが、みなさんにご協力いただきました、

資料7「区政運営についての委員から直接評価について（集計結果）」でございます。  

詳細は割愛させていただきますが、本日の意見交換の参考にしていただければと

思います。私からは以上でございます。 

〇萩原部会長 では、1つ目の項目、具体的取り組み3-1-1「子育て支援事業の推進」

について、事務局より説明をお願いします。 

〇丹葉子育て教育担当課長 子育て教育担当課長の丹葉でございます。失礼して、着

席させていただきます。 

資料3、運営方針の25ページをご覧ください。こちらの方に「子育て支援事業の推

進」ということで項目が立っておりまして、この子育て支援事業では、子育てフェス

ティバルをはじめ、絵本展や絵本イベント、絵本読み聞かせ会など、親子で楽しめる

ような様々な事業を開催しておりまして、核家族化が進む中、子育てへの不安、また、

負担感を抱えておられる子育て世帯の繋がりづくりに取り組むとともに、子育て応援

情報誌わくわく城東であるとか、城東区子育てマップといった子育てに関する情報発
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信に取り組んでおります。特に中心事業であります子育てフェスティバルでは、今年

11月に開催したんですけれども、過去最高の1,700人を超える参加者があったという

ことで、取り組みについても非常に広がりを見せておるところだと思っております。 

また、情報誌のわくわく城東につきましても、これまではそういった子育て層が

利用する施設等への配架が中心だったんですけれども、なかなか外への、その先への

広がりがなかなか無いということで、年1回ではありますけれども、区政だよりの方

に折り込みさせていただいて、直接いま子育てをされてない層にも、こういう取り組

みをやっているということが目に届くような形での情報発信に努めてまいったところ

でございます。 

それから、子育て応援マップの方も、一目でどこでどういう事業、どういう施設

があるのかわかるようなものになっており、非常に評判をいただいておるところでご

ざいます。 

そういったことで、取り組みを進めておるところなんですけども、あとどういう

形でいけば本当に必要なところに情報が届くのかというところでは、まだまだ工夫の

余地はあるかと思っておりますので、今日はそういうところの観点で、皆さまにご議

論いただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇萩原部会長 それでは、これより議案に入ります。 

発言にあたっては、手話通訳の関係上、挙手の上、毎回お名前を名乗っていただ

いた後に、ご発言をゆっくりお願いします。 

ぜひみなさんで意見交換をして議論を深めたいと思いますので、いくつか意見が

ありましても、１つずつご意見をお願いします。 

１つ目の項目「子育て支援事業の推進」につきまして、ご発言をお願いします。 

 中井委員、お願いします。 

〇中井委員 すみません、関目東の中井ですけども、子育てフェスティバルは1,700

人で過去最高とおっしゃっていましたけれども、そこに来られた方の年代はどうなっ
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ているのかということと、ここへ来られた方のアンケートか何かをとっておられるで

しょうかね。取っておられるんであれば、どういうふうな感じだったのかというのが

1点。 

もう1点ですけれども、30年のあれ見てください、29年度の予算一覧は500万を超

してるんですけど、決算は384万7000円。30年も500万円台ですけども、31年は350万

円ぐらいに減ってるんですけども、実際この事業ではどれぐらい、300数十万円ぐら

いの規模になってて、この500万円っていうのはちょっと多いのかなと、そういう感

じですかね。 

もっと言えば、平成29年は560万やったのに380万しかなかったというところは、

200万近くはどういう事業が無くなったのか知りませんけど、どういうことで減った

のか、ちょっと教えていただけますか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 まず、どういう世代層が来たのかということですか、そ

のイベントに来られた方にフリーにアンケートを取るということを今回行っていませ

んので、ちょっとその分析について今はできておりません。申し訳ございません。 

それから、予算のほうについては、当初そういった入札とか契約事務を行う上で、

もともと見込んでいた部分から何かをやめたというよりも、結果として予算がそれで

おさまったということで、不用額という形で計上させていただいている次第でござい

ます。 

〇中井委員 先ほどの、ただアンケートとってないのであれば今後ですね、どういう

年代の方が来られてるのか、子育てに関わらず年寄りばっかり来てもしょうがないと

思うんで、実際どういう方が来られてるか把握をしとかないけないですよね。だから

次回からそういうことで把握していただきたいなと。アンケートしても、満足どうで

であったのか、地活協ではよく言われますよね。そういうことをちゃんとデータとし

て持っておかないと、多分上がっているだけで、人がよおさん来たということだけで

済ましても、いけないんじゃないかということです。 
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〇萩原部会長 それでは、他にご意見はございませんか。はい、小林委員。 

〇小林委員 小林です。保育事業の充実というとこなんですけども、去年より一層予

算額の方は減ってますよね。それはだから。 

〇萩原部会長 すみません。保育事業ではなくて、今は子育て支援事業についての話

なので、後ほどまたやっていただいていいですか。では、松尾委員、お願いいたしま

す。 

〇松尾委員 最初の中井さんの質問の続きなんですけど、予算が200万ほど減ったっ

ていうのは、何かさっきの答えだと余ったからとか、使わへんかったからとかいう感

じでしか受けとめられないんですけれども、もっと来年度子育ての事業をもっと広げ

ていこうと思えば、当然予算がかかるのではないかなと思いますので、かなり大きな

額が減らされてるので、ちょっと理解しにくいです。もう少し詳しく、どうしてもこ

んこういう事業を例えばしたとしても、区としてのこういう構想があるとか、区政委

員の方から意見を聞いて、地域から聞いて、こういう催しをしたとしても、200万削

ってもいけるんやとか、そういうことがあるなら納得というか、仕方ないのかなと思

いますけど、ただ単にちょっと理解しがたいのでもう少し詳しく。それとやっぱり、

新しい事業をするのであれば当然予算を増やさないとできないのではないかなと思い

ます。 

私も子育てマップ、この部会になって初めて、申し訳ないですけど見せていただ

いて、すごく本当にわかりやすいし、どの地域でもしてはるんやなと思って感心した

んでね。だからそういうところも少しずつ、たくさん子どもさん、親御さんが来て、

やっぱり何かこう、有意義な集まりになっていけばいいかなと思って。私らの成育も

ちょっと覗いたんですけど、ちょっと時間が遅かったんで、もうお片付けの時間やっ

たんですけども、そういうことに少しでも何かお手伝いできたらいいなとは思ってる

んですが、やっぱり何か事を始めようと思ったら予算がつきもんやと思いますんで、

ちょっとその辺のことを、すみません。 
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〇縣総務課長 総務課長の縣でございます。予算について、まず全体的な状況を説明

させていただきます。運営方針の18ページ、59ページを見ていただけますか。 

経営課題ごとに事業名と予算について、30年度当初と31年度算定、それぞれ増減

の比較を載せております。 

59ページの一番下を見ていただけますか。城東区長自由経費が、いわゆる区が自

由に使える予算ですが、30年度が約3億7900万円に対しまして、31年度算定額が約3億

6600万円ということで、金額で約1，300万円の減、率で3. 4％の減となっております。 

これは大阪市トータルとして、非常に厳しい財政事情の中で、区として予算を前

年比で1％減らすように、いわゆるシーリングという言葉が使われるんですが、1％減

らすようにという指示がございました。 

さらに、市内には24区ありますが、規模の大きな区もあれば、小さな区もある中

で、例えば住民情報は民間の業者に委託をしておりますが、長期で委託しております

ので、1％減らそうと思っても金額は一定で固定されているので、そういた固定的な

経費を考慮すると一律で予算を減らせない区もあります。 

そういった事情を踏まえ、24区間で予算の配分の調整を行っておりまして、城東

区は比較的、予算規模が大きいということもあり、マイナス1％のところが、結果マ

イナス3. 4％となりました。 

そうした中で、個々の事業の増減を見ていただきたいと思いますが、全体的にマ

イナスの事業が多くなっています。その中でも、例えば経営課題1で、人権・青少年

コミュニティの成人の日記念のつどい事業がプラスに、地域活動の新たなコミュニテ

ィがプラスに、防犯も金額は少しですがプラスに、経営課題4のソーシャルインクル

ージョンもプラスになっています。 

また、経営課題5の窓口サービスでは、住民情報の委託が大きく増になったり、庁

舎管理が増になっております。集中と選択でどうしても必要なところ、力を入れたい

ところやどうしてもお金がかかるところを中心的に予算を配分しながら、見直しがで
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きるところ、例えば、予算を組んでおりましても実際には入札を行いますと金額がい

くらか落ちます。落ちた分は翌年度予算を節約しようということで、そうしたところ

を中心に予算の見直しをさせていただいております。 

十分な説明ではないかもしれませんが、よろしくお願いします。 

〇萩原部会長 他にご意見はございませんか。はい、東野委員、お願いします。 

〇東野委員 東野です。3－1－1のところなんですけども、わくわく城東とか子育て

マップについては、だいぶ工夫されているなということはよく分かります。 

ただ、やっぱり決算額とか予算額を見ていたら、やはりお役所は単年度主義なん

で、そこの部分でやっぱりこれはもう何年か先のことも見ながら、計画を立てなくて

はいけないかなと思います。 

ですから、何年計画かというのはお持ちだと思いますので、それに基づいて、単

年度主義で、てきぱきとやっていただけたらと思ってます。 

ただ、縣さんが今おっしゃった中で、住民情報の委託とか、直接ここには関係無

いことなんですけども、これ委託は入札で、どこに契約されたんですか。全く関係無

いけど、縣さんが触れはったから私も聞いてるんですよ。 

〇萩原部会長 その質問に関しましては、子育て支援に関しての話題から外れますの

で。 

〇東野委員 縣さんが触れはったから私も。縣さんはO.Kなんですね。私はだめなん

ですか。 

〇縣総務課長 すみません。本来でしたら、その他のところでご発言いただく内容か

と思います。私といたしましては、子育てのところの予算が減ってるというのは、区

全体の予算の中の一例として出させてていただきました。 

住民情報の委託事業者につきましては、民間の業者さんのパソナさんだと思いま

す。そちらに委託をしている状況でございます。 

〇萩原部会長 はい。他にご意見はございませんか。中島委員。 
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〇中島委員 すみません、公募の中島ですけども、この3-1の業績目標って書かれて

るんですけども、この中に区民アンケートをとって、上記目標が30％に満たない場合、

再構築するという言葉が書かれてるんですけれども、先ほど中井委員さんが質問され

た中に、アンケートをとっていないっていうお答えだったんですけど、揚げ足を取る

ようで悪いんですけども、この業績目標に対して、どういう方針でされていかれるの

か。子育ては最重要課題だと思うので、その辺を明確にしていただきたいと思うんで

すけども。以上です。 

〇丹葉子育て教育担当課長 ちょっと私の説明が言葉足らずだったんですけれども、

各事業に対して、来られた方にアンケートをとる方法と、幅広く、区政の色々な行事

とか取り組みに向けてアンケートをとる方法がある中で、これまではそういった事業

ごとにとっておったんですけども、事業ごとですと、来られている方が特定の層に偏

って広がりが無いということで、全体の視野に立てる区民アンケートを活用しようと

いうことで、業績目標のところにそれをあげております。 

中井委員からありました、イベントに来ている層の世帯構成とか年齢を把握する、

そういったアンケートはとっていないというお答えをさせていただいたんですけれど

も、幅広く事業としての評価をいただくための指標と、どういう層がこのイベントに

来ていただいて、どういう広がりを出しているのかというところの両方の視点がやは

り、委員ご指摘のようにあるのかなと思っております。そのあたりはちょっと工夫し

てまいりたいと思っております。以上でございます。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。さんも子育て支援事業に〇をつけてい

ただいていますが、何かご意見はございますか。 

〇委員 ちょっと興味があるなと思ったのは、絵本展とか絵本のイベントをされてい

るっていうがこの中にあったので、個人的なことなんですけど、私は小学校で図書ボ

ランティアをしていまして、月に1回読み聞かせに行ったり、図書開放のお手伝いと

いうことをしているんですけども、ここに書かれているのは、ここの図書館でされて
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いることだと思うんですけど、長く城東区で子育てをしていただくっていう目標であ

ったら、ここに来ている子っていうのはちょっと小さいですかね。小学校の図書ボラ

ンティアっていうのも、わりと各小学校に、城東区内にあるようなんですけど、学校

の対応もまちまちで、はっきり言うてしまうと、活動しやすいところと、しにくいと

ころと色々あるようなんです。 

そういったところで、小学校のそういった活動も、小さい頃から絵本に親しんで

いると、小学校に入ってもそのまま続くということで、小学校の方へのそういった活

動への理解というのも、図書館だったり役所の方からすすめていただけると、ボラン

ティアの方の活動もやりやすくなるのかなと思ったのがありました。 

〇萩原部会長 ありがとうございました。他に同じようなというか、こういった議論

でお話がしたい方はいらっしゃいませんか。 

池山さんも子育て支援事業に〇をされていましたが、何かご意見はございますか。

〇池山委員 菫の池山です。私がちょっと思ったのは、わくわく城東ですかね、区の

広報誌にはさみ込まれたのは11月だったと思うんですけど、個人的なことなんですけ

ど、たまたま孫ができたので、城東区に住んでますので、入っててすごい嬉しいなと

言っていたとこなんですけど、12月は入ってなかったので、今月は無いんだなと思っ

たんですけど、このはさみ込みはそれだけ部数も必要でしょうし、経費的にはかなり

いるものなんですかね。 

〇丹葉子育て教育担当課長 通常よりも、20万円ほど上乗せする形になりますので、

年間毎月そこに挟み込むというのは、なかなか厳しいかなということで、どうやって

いこうかなというところも、色々ご意見いただきたいと思っております。 

〇池山委員 関心のある方ばっかりじゃないので、全家庭に配るのもどうかとは思い

ますけど、入ってて嬉しかったので。 

〇萩原部会長 ちょっと委員として発言をしたいんですけどよろしいですか。 

〇内山副部会長 それでは議長を交代させていただきます。 
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〇萩原部会長 私は19年間ずっと主任児童委員をやってきて、わくわくフェスティバ

ルも毎年参加してまいりました。 

その中で、アンケートの問題も出てましたけども、子どもさんを連れて、おしめ

を持って、大きな荷物を持って、バギーも持って、そんな中でアンケートを書かせる

のはとっても大変っていうのがあるんですね。 

なので、今回アンケートを省かれたのはそういった一面もあったのではないかな

と推察しています。 

その19年間の主任児童委員としての関わりの中で思ったことなんですけど、今ま

では家庭にいてて、いわゆる専業主婦で子育てをされてる、幼稚園あがるまでの子ど

もたちを対象に子育てサロンを展開してまいりました。 

これからは、時代がやっぱり変わってきたんじゃないのかな。専業主婦と共働き

の家庭との逆転現象が多分今もう起きていると思うんですね。働かざるを得ないお母

さんとか、働きたいお母さんとか、色々、子どものそばにいてたいお母さんとか、生

き方っていうのは色々あると思うんですけども、子育てサロンに関しましては、専業

主婦のお母さん対象の事業だと私はずっと思ってきたんです。でもこれからはそうで

はなくて、共働きのお母さんへの、行政として手を差し伸べるというか、子育て中の

働くお母さんたちも、そしてお父さんも一緒になって子育てをしていくこれからの時

代だと思います。 

だから行政の考え方もちょっと変えていくべき時が来ているんじゃないかなって

いうのをちょっと思っていまして、どういうふうな支援がいいのかっていうのは、ち

ょっと私の立場では分からないですけど、そういう事もちょっと考えつつ、予算の使

い道も考えていっていただけたらと思います。私の意見は以上です。 

ではここで。はい、東野さんお願いします。 

〇東野委員 ちょっと部会長の意見は長い。それから、あまりにも行政をヨイショし

てる感じを受けました。それが私の感想です。 



 

－15－ 

それからもう1点は、事前に今回の部会では、事前議題抽出アンケートのお願いと

いうのが配られていたと思うんです。今聞いてますとね、部会長は誰がどのテーマ選

んでいるかというのをご存知なんです。でも私達は知らないんです。アンケートとい

うのは、普通とったらその結果を公表するのが普通ですね。でも、部会長しか知らな

いって、部会長が指名されると。ちょっと議事運営がおかしいし、それから事務局の

方も、これは事前に、この事前議題抽出アンケートなるものの結果を報告するのは普

通じゃないかなと思います。 

それから、こういう事前議題抽出アンケートというのは、この区政会議では初め

てです。今までとられていません。 

それから、他のいくつかの区政会議の人にも聞きましたけれども、こういう時前

議題抽出アンケートというのは、とってもない。 

それから、今まで9時に終われなかったことがあったかといいますと、ちゃんと9

時までに十二分にちゃんと終わってる。議論も出尽くした。 

ですから、このアンケートの結果については、部会長だけじゃないかなとは思い

ますけれども、結果をこの場で発表していただきたいと思います。以上です。 

〇萩原部会長 はい。時間もきておりますので、とりあえずそれはその他の議題とい

うことで、後ほど取り上げていただきたいと思います。 

〇東野委員 ちょっと待ってください。何でそんなに急がれるんですか。20分でしょ。

20分、20分、20分の1時間でしょ。我々が自由に発言する時間もどんどん削られてい

くという。まあ時間を気にされてるの分かりますよ。ですが、これは前提条件でしょ。 

結果公表、それをまず全部知らせた上で次に進んでいただきたいと思います。以上で

す。 

〇松尾委員 アンケートをとられたのは1つの工夫として、時間も限られてるし、そ

れは考えられたんだろうなと思ったんですけども。 

私はアンケート結果は出てもいいけど、部会長さんと議事を運営されている方だ
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けが、誰か出したっていうのを知っているっていうのは、やっぱり普通アンケートっ

て個人の名前を出すもんではないと思いますので、それはやっぱり区の方が、アンケ

ートをとってもらって、名前が書く欄があるから私も書いてファックスしましたけど、

やっぱり名前は伏せといて、4つのうちの3つを選ぶという、どれが一番、順番的に多

いか、1、 2、 3。別にそれは普通に、機械的に決めれると思いますので、名前まで

言われると、私もさっきちょっとびっくりしたんですけどね。言われた方もびっくり

すると思いますので、ちょっとそれは配慮していただきたいと思います。 

〇縣総務課長 すみません。部会長からは、その他の議題のところで回答するように

とのことですが、たくさんご意見をいただきましたので、この場で概要を説明させて

いただきます。 

まず、アンケートの結果ですが、4項目の候補がありまして、それぞれアンケート

で議論したい項目をお聞きしまして、9名が子育て支援事業ということで、トップに

させていただきました。 

それから、7名が基礎学力支援、同じく不登校支援と回答いただいておりますので、

それぞれ2番目、3番目の項目にさせていただきました。 

保育事業につきましては6名ですので、今回の3項目には入っておりませんので、

その他の中でご議論いただきたいと思っております。 

また、アンケート結果に関して、記入いただいた委員のお名前を部会長にお渡し

している件については、こちら事務局の方で提供させていただいております。 

この間、区政会議の中で色々ご意見をいただいておりますが、発言をいただく委

員の方ばかりではなくて、なかなか発言いただけてない委員の方もいらっしゃると思

います。そういった中でも、できるだけ発言しやすい項目で委員の方に発言していた

だこうという趣旨で、運営の一助となるようにということで、あらかじめ発言しやす

い項目。この委員の方でしたら発言していただけるのではないかと。活発な議論、た

くさんの意見が出るようにという趣旨で、あらかじめ部会長にこの委員の方がこうい
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う項目について関心を持っておられますという情報として提供させていただいてる次

第でございます。よろしくお願いします。 

すみません。お名前の件につきましては、今後の運営の中で検討してまいりたい

と思っております。 

〇奥野副区長 そういうことですので、今日もこれ以降はお名前の公表は差し控えて

いただきますようお願いいたします。 

またこちらの取り扱いについては、東野委員は逆に公開すべきだというご意見が

ございました。松尾委員は公開したくないというか、されるのは不適当だというご意

見もありましたので。 

〇松尾委員 そんなこと言ってません。 

〇奥野副区長 そうではないんですか。無記名で。 

〇松尾委員 名前を書かすことがおかしいと。 

〇奥野副区長 無記名でということですね。そういうご意見もございましたので、ち

ょっと今回は。 

〇松尾委員 意見がでやすくするためには、それはやっぱり前に座られている方の役

割だと思いますので。ましてや前に今日なんか人数も少ないですし、それはちょっと、

そう思います。 

〇奥野副区長 それもちょっと整理させていただきますので、今回はもうこれっきり

ということでお願いいたします。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。あとの議題もございましたので、一つ

目の項目について、事務局の総括をお願いしたいと思います。 

 はい、子育て支援のことについてですか。 

〇福田委員 子育てフェスティバルをした時にアンケートをとられると、参加者の意

見が集中されるので、ちょっと偏ってしまうと言われたような気がするんですけど、

うちの嫁が参加しまして、今年はアンケートが無かったと言われて、色々考え方はあ
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るかもしれないですけど、民生委員をしていますので、色んな人にこのフェスティバ

ル参加の働きかけをしましたので、もちろん毎年来られるっていう方がおられますけ

ど、色んな形で広い人たちにお知らせをするので、私は自分が主任児童委員をしたこ

とないから分からないんですけど、参加した人の直接の意見は、それはそれで大事か

なと思うんです。うちの嫁も時間的に子どもが寝る時間になってもまだ終わらなかっ

たので、かなり迷ったみたいなこともありましたので、住民全体の意見も聞きながら、

直接参加した人の意見も、ものすごく直接の想いが出るような気がしました。 

あと、さんが発言されたことで私も気がついたんですけど、勧められて小学校で

の読み聞かせに行ってるんです。でも、1年生は毎日ですけど、2年生は2週間に一遍。

3学期から3年生も入るっていうふうな形で、本当に学校によってそれぞれで、11月の

22日に城東図書館でブックトークという読み聞かせをしている人たちで、ちょっと購

入しようかっていうことをして、それぞれの学校の違い、それも時間も違えば回数も

違う。もう進められる校長先生の姿で全然違うし、それから直接関わる人の想いが読

み聞かせる人たちにすごく伝わって、子どもたちとの触れ合いがものすごく豊かにな

るっていうこともあったりして、この予算を見て、その繋がりが初めて分かって。な

んか私は、もうそれこそ1週間、1ヶ月に2回ぐらい行って読み聞かせをしている子ど

もたちと寄り添ってますけど、この子育て支援事業の中で行われてるっていうことを

考えたら、もうちょっと子どもたちに寄り添う時間をもっともっと増やして、それこ

そ学校に来れないとか、居場所が無いとか、色んなことも含めて、広い観点で取り組

みを広げるとか強めるとかっていうふうなことができたら、する側もそれから子ども

たちに道で会った時に、読み聞かせのおばちゃんって呼んでもらえるくらい良い関係

ができるので、もっと強めて欲しいんだっていうふうに今日来て初めて分かりました。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。すみません、ちょっと時間がないので、

子育て支援に関することですか。では手短にお願いします。 

〇福井委員 すみません、初めて参加でちょっとどういう進めな方なのかとか、色々
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ちょっと分かんなくって、アンケートで、私は地域でこども食堂に関わってますので、

その事について、これはこれに書いてらっしゃるのは、現時点では当区で補助事業は

実施しておらずっていうふうに書いてあって、全く集約をしていないっていうふうに

なってるので、ここは区としてね、こんだけ大阪市内でもこども食堂っていうのが言

われてきているので、もっと把握してもらいたいなっていうふうに思います。 

ここの子育て支援事業っていうたら、こども食堂なんかね、支援事業の1つに入る

んではないかなっていうふうに思います。そういうとこら辺が全然書いてないので、

今後はそういうふうに考えていただきたいなっていうふうに思います。 

〇萩原部会長 はい。中島さんですか。 

〇中島委員 公募の中島ですけれども、先ほどからの活発な意見が出てるんですけど

も、何か時間の制限があるか分からないんですけど、委員長が必死になって前へ前へ

進めようとされてるんですけども、別にこの課題全部、今日3本ともクリアしなくて

も、この1本を十分に活発に意見された方がこの会議の趣旨に合ってるような気もす

るんですけども、基本的に9時までということですし、あまり時間にこだわらないほ

うがいいと思うんですけど。これは私独断ですけども、ちょっとそう思いましたんで。

すみませんけども。 

〇萩原部会長 それでは、区役所の総括をお願いいたします。1つ目の項目について、

まとめといいますか。 

 申し訳ありません。中島委員の今のご提案ですね、3つ頑張ってしなくてもいいん

じゃないかという。この1つで盛り上がってもいいんじゃないかというご意見をいた

だきました。他にこのご意見に対して、何かご意見はございませんか。はい。 

〇小林委員 小林です。福井さんは今日初めてっていうことですけど、私は2期目に

なるんです。部会については、前回は福祉部会ということで、私自身は福祉部会を希

望したんですけど、なぜか来てみるとこども・教育部会になっていたというところで、

本来ならば福祉の方が自分の知識とか自分の考えとか、色々お話できる機会が多かっ
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たように思うんですけれども。それとですね、2期目でありながら、アンケートの中

身についてもちょっと私自身の理解が浅くって、何でこれ4つしかない項目の中で3つ

を選べみたいなとこで、戦略に関わってくる中身の中で、これはあんまり大したこと

ないっていうことは無いはずやのに、何でそれ4つうちの3つで、1つはどうでもええ

んかみたいな感じで取れてて。 

何かその進め方が、誰がこうした方がいいということでこんなふうになってるか、

そこらちょっと説明していただかないと、ちょっとあれなんかなというふうに感じて

おりますけども。 

〇奥野副区長 この改善というか、元々しようと思ったのは、これまで部会について

は、例えば極端に言えば、1人の方が子育て支援の話をされると、次の方が教育の話

をされたりとか、その次にまた子育て支援の話に戻ったりということで、単発、単発

で色々お話があったというような。これは皆さんもちょっと実感されていることもあ

るかもしれませんし、そこら辺が議論のまとまりのないというような部会になってた

んではないかなと。それが良いという意見もあるかも分かりませんけれども、もう少

し意見をまとめるような形でやった方がいいのではないかということが、事務局とし

ても課題がありましたし、一部委員の皆さんからも、そういうお声をいただいたんで、

じゃあどうしようか、1つの課題をまとめて、少し掘り下げて議論をしてもらうとい

う。部会の運営でも一問一答の形で、何か答弁方式という、それも1つの区政を理解

していただくためには必要なんですけれども、そういった形がずっと続いていたので、

なかなか委員同士で話し合いをされるということが無かった1つの原因が、いわゆる

先ほど申しました、意見があちこちに飛んでしまうということで、この意見について

こういう意見をしたいなと思ってたら、別の意見がぽっと出てしまったんで話が流れ

てしまったということで、こういうような、冒頭申しましたように試行錯誤の段階で

すので、一遍こういう形でやってみたらどうかとかということでやらしていただいて、

前回、地域福祉でやって、今回、このこども・教育でやらせていただいてるというこ
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とでございます。 

その中で、テーマ制につきましては確かに、中島委員さんのように1つで盛り上が

ったら、1つを掘り下げたらいいやんかという意見もありますし、また、おっしゃっ

ておられますように、どれも大切なんだから、順序立てするのはあれかというような

ことも確かにあると思います。その辺は柔軟にはしていかないといけないと思います

ので、今日はちょっと、どちらが正しいとかいうこともやってみないと分からないで

すけれども、本日ご意見をいただいてということもありますし、また議論の流れとい

うのもありますので、いただいたご意見を参考にし、他の部会の動きも見ながら、よ

い良い部会運営を模索していきたいと思います。 

今回のこの取り組みが必ずしも絶対で、ずっと続けていこうというふうには思っ

ておりませんので、その辺をご理解いただきたいと思っております。 

今日については、最大9時までということですので、1つ1つテーマを積み重ねなが

ら、今回、戦略は4つありますので、4つ目についてもその他の事項ということでさせ

てもらいたいと思っておりますので、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

〇萩原部会長 それでは、子育て支援事業の推進について、何か他にご意見がおあり

の方はいらっしゃいますか。はい、中島委員。 

〇中島委員 すみません、先ほどのアンケートのことなんですけども、区の方が一生

懸命されてるのをここに羅列されていることを、アンケートすることによって皆さん

にもお知らせできるんではないかなと。 

それをすることによって、やっぱり数字が必要だと思いますので、数字をアップ

するためにアンケートをすることによって、これだけの数字があがっている、これだ

けの数字が上がってる。だから先ほど言われたように、シーリングがマイナス1％と

言うてるけども、この子育て事業はこれだけのことやって、これだけの実績があがっ

てるからこれだけ予算くれと、課長さんが区長さん、市長さんに対して大きな顔で言

えるんじゃないかなと。そのためにも、アンケートという武器を最大に利用された方
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がいいと思うんですけど。ごめんなさいね、偉そうに。以上です。 

〇萩原部会長 はい、他にご意見はございませんか。では、ここでひとまず切らせて

いただいて、総括をお願いしていいですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 おっしゃられるように、アンケートの活用というのは、

まさに我々の事業を後押ししてくれるものだと思うので、来られた方の負担も考えつ

つ、我々が指標とするバランスも考えつつ、どういうやり方がいいのかっていうのは、

ちょっと工夫してまいりたいと思いますので、またアンケートが始まったら、是非ご

協力をよろしくお願いしたいと思います。 

それとあと、読み聞かせの絵本のところなんですけども、これも、例えば先日の

SARUGAKU祭をやった時にも絵本と紙芝居を含めてコーナーを出してたんですけど、な

かなかやってるよというのが伝わらない部分があって、他のイベントで、他の目的で

来られた方を立ち止めてまで引き寄せるところまでの力が今は無いような状況ですの

で、そういったところのやり方も、実際色んなところでご経験されてる方のご意見も

踏まえながら、事業の構築というのをまた考えてまいりたいと思いますので、本当に

貴重なご意見を色々いただきましてありがとうございます。 

〇萩原部会長 はい、では続きまして2つ目、具体的取り組み3－2－1、「子どもたち

の基礎学力や体力の向上について」、事務局より説明をお願いいたします。 

〇丹葉子育て教育担当課長 そうしましたら、引き続き私のほうから座ってで申し訳

ないんですけども、ご説明させていただきます。 

27ページをご覧いただきたいと思うんですけども、まず城東区では、基礎学力、

体力の向上を目的とする取り組みと、あと学校支援としまして、中学校等の場所にお

いて、中学生対象の学習会を実施しています。 

具体的に言いましたら、JOTO塾という形で学習塾に似た形ですね。事業者を選定

して、希望する子どもを夜間集めまして、学習支援というか分からないところの勉強

を見ていただくという形で、今現在は家庭教師のトライというところにやっていただ
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いております。 

場所的には蒲生中学と東中浜の集会所を活用して実施しておりまして、週2回やっ

ております。 

今、蒲生中学校の方の定員が30名、東中浜が20名ということでやっておりまして、

それぞれ定員に近い満杯状態で運営できております。 

あと、次に小学生ということですが、中学生の場合は2ヶ所で、北方面が蒲生中学

校に集まっていただく。南の方が東中浜集会所に集まっていただくということで実施

しております中学生は、ある程度行動範囲が取れるもんですからそういう形でやって

おるんですけれども、小学生の子どもにつきましてはそういうわけにはいきませんの

で、学校が終わって放課後の4時半から5時半までの1時間、学校の教室を使って実施

するいう形でやっています。 

また、先ほどのJOTO塾のように、本人が強く希望するという形で参加するんじゃ

なくて、普段の学校での様子を見て、校長先生が担任から報告を受けて、この子はち

ょっとそういった形でみんなより遅れてきたから、何とか支えないといけないという

ことで、校長先生から推薦いただいた方を時間外学習会という形で、支援するという

形をとっております。 

今年度はそれが4校、小学校16校あるんですけれども、そのうちの4校で実施でき

た状態です。ニーズはもう少しあるんですけど、なかなか教える側の有償ボランティ

アの方と、開催する時間、場所というのがなかなかうまくマッチングできない状況も

ありまして、今この状況にとどまってますので、そういった人材の確保の方法である

とかそういうことも含めまして、また色々な皆さんからのご意見等もいただけたらと

思っております。 

それから、体力向上につきましては、今、小学校を中心に体育用品、体育用の備

品を区の予算で購入しまして、なかなか学校単位で買うことができないというのもあ

りすので、区の方で買いまして、「こんなん買いますから使いませんか」という形で、
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各小学校の方に照会させていただいてるようなやり方をやっています。 

今年度は相撲マットですね。相撲の土俵の形になったマットとまわし。簡易に締

められるまわしを買って、それを体力向上という形の取り組みとして各小学校の方に

推奨させていただいております。 

なぜ相撲かというところにつきましては、城東区は城東小学校には土俵もありま

すし、もともと菫には国技館があって、相撲にご縁のある土地柄だということで、郷

土愛といいますか、自分が暮らしていたところの伝統文化に触れることもできて、体

力作りができて、あとはそんなにスペースが要らないということもありまして、今回

相撲を取り入れさせていただいておる次第でございます。 

これについても各小学校から好評をいただいておりますので、31年度もこういっ

た事業を進めていきたいなと思っておる次第でございます。私からの説明は以上です。 

〇萩原部会長 では、子どもたちの基礎学力や体力の向上につきまして、皆さんのご

発言をお願いいたします。はい、中井委員、お願いいたします。 

〇中井委員 すみません。ここの基礎学力っていうのは、何を主にしてやっていかれ

るんですか。 

体力というのは体力テストをやってますので、基礎学力、私は自分の小学校しか

知りませんけれども、全国一斉テストとかありましたよね。そこに国語、算数、今年

は理科と社会もあったんですかね。非常にデータが小学校ごとに細かく出ております。  

うちの小学校は何が弱いのかとかが出てるんですよね。そういうのが城東区で16

小学校あると思うんですけども、城東区としてそういう学力のここが弱いという傾向

があるのか無いのか。そういうのも色々捕まえて、把握して、どういうふうに取り組

んでいったら、塾とかはそういうのもいいんですけど、結果的には全体的にどこが弱

いんやという、まずそこを掴まないとだめなんじゃないかなというふうに思うんです

けども、そこら辺をどういうふうに考えておられるのか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 
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〇丹葉子育て教育担当課長 学力テストとかその結果に基づいては、各学校の方で把

握されてて、そこの強み弱みというのは分析されて、どういう授業の立て方がいいの

かというのは、学校として取り組んでおられると思うんですけれども。 

我々がやってます事業につきましては、JOTO塾につきましては、英・国・数の3科

目をやってまして、参加される方の学力も個人差がありますので、だいたい1人の講

師の方に5人ぐらいでグループ分けして、その時その時の授業の内容とか、そういう

ところのレベル感を合わせる中で、何とか向上に繋がるような形で取り組んでおるも

のです。 

小学校の方の時間外学習会については、その時点その時点で、ちょっとみんなに

遅れてきてるなということで、ご家庭の方に説明して、そういうものに参加しません

かということで、同意された方に参加いただいてるということで、特定の科目につい

て常に教えていくとかそういうものではなくて、その子どもの状態に合わせて、有償

ボランティアの方にフォローいただいてるという状況でございます。 

今、委員からご指摘がありました、そういったせっかく色んなテストで状況を把

握しているんだったら、それにマッチングするような支援のやり方も必要なんじゃな

いかというご意見だったと思いますので、そのあたりについても、どこまでそれが

JOTO塾なり、そういうところと組み合わせできるんだというのは、各学校が抱えてい

る分析等もありますので、学校とのそういった活用について、意見交換する時期があ

ると思いますので、そういったご意見を踏まえた議論を一度してみたいと思います。

ありがとうございます。 

〇萩原部会長 はい、中井委員、お願いいたします。 

〇中井委員 すみません。またお金のこと言います。30年度を見ますと、29年度の予

算額が424万円ですよね。これ見ますと、実際の決算は89万3000円。先ほどよりもか

なり大きく減ってるんですけども、ここら辺はどういうことで減ったんでしょうかね。 

色んな事業をたくさんやろうと思ってたけどできなかったとか、そういうことな
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んでしょうか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 学習支援の予算につきましては、ほとんどボランティア

で来ていただいてる方の交通費であるとか、お礼のところの報償金になりますので、

それが予算を組んだものに比べて、実際に執行したものが少なかったということの乖

離。それがなぜ少なかったというと、先ほども申しましたように、ニーズと来ていた

だく方の時間とか科目であるとか、関わりのマッチングがなかなかうまくいかなかっ

た部分で、結果として使い切れなかったというのが実態でございます。 

〇萩原部会長 他にご意見。東野さん、お願いします。 

〇東野委員 東野です。前々から言いてますけれども、3－2－1の①ですね。 

塾代助成制度。これはもうこの前の市会でも言われたと思います。質問とかね。

やっぱり何年間もやってきたら総括をされますね。そしたら、この教育効果がどれだ

けあったのかという検証をね、塾代助成制度についてはやっていただきたいという希

望です。 

それから、飛んで③です。体育用備品、今年度は相撲マットとまわしということ

ですが、これは現場からの希望を、それとも有無を言わせず上から配付するというよ

うな、どちらでしょうか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 16校ありますので、もともと相撲の取り組みをやってい

た学校では当然こういうのが欲しいという声があります。 

いや、これよりももうちょっと違うものが欲しいという声も確かにあります。そ

の中で、限られた予算ですので、今年度は相撲用の備品を購入することにしました。 

また今後、区の予算を使った支援事業については、どういうのがいいのかという

のは、各校長先生の方から色々お聞きして、その都度バランスの取れた形で執行して

いきたいと思っております。 

〇萩原部会長 はい、他にご意見。福井さん、お願いします。 

〇福井委員 私もこの相撲マットについては、なんで相撲なんやろって。国技館って
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いうことは、私も古市地域なんでよく分かるんですけれども、女の子もするんですか

これ。まわしとかして。高学年になってくると、やっぱりそういうのはちょっと嫌っ

ていう子も出てくるんではないかなと思うんですよね。 

そういう中で、今も東野さんが聞かれて、学校からの要求がすごく強かったとか

ね、そういうのがあったらあれですけれども、そうでもなければ何か聞いたら、まあ

マットがええなみたいな感じだったら、ちょっとこれが体力向上推進っていうことね。 

全員ができるんだったら推進事業ということで当てはまると思うんですけれども、ち

ょっといかがなものかなっていうふうに私は思いました。 

〇萩原部会長 はい、では石塚さん。 

〇石塚委員 石塚です。相撲大会に関しては、関目では毎年、年に1回相撲大会が小

学校を借りて行われてます。主催が青少年と協議会の協働かな、ちょっとはっきり忘

れちゃったんですけれど、毎年ずっと長く行われてまして、女の子ももちろんたくさ

ん参加されて、学年別で優勝者を決めてということで、毎年盛り上がっては行われて

ます。 

〇福井委員 全員ですか。 

〇石塚委員 全員じゃなくて希望者を募って、日曜日の夜に保護者も連れてきてとい

う形ではありますけれど、やっています。 

〇福井委員 こういうのは全員が対象となるものの方がいいのではないかなっていう

意味で、相撲が悪いとかどうのこうのではないんです。国技館もあったし、それはそ

れでいいと思うんですけれど、やっぱり学校に置くものとしては、そういう全員が使

えるものの方がいいのではないかなっていうふうに思ったから、意見としてあげさせ

てもらいました。 

〇大谷子育て教育担当課長代理 子育て教育担当課長代理をさせていただいておりま

す大谷と申します。 

以前から城東小学校では、授業の中で相撲に取り組まれてまして、低学年のうち
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から相撲に取り組まれておりますので、高学年になっても生き生きと、女子児童の方

もされていると聞いておりますし、実際、今年の5月か6月に相撲大会の見学に行かせ

ていただいたんですけれども、高学年の女子児童の方も元気に相撲を取っておられま

したし、他でこの事業を立ち上げるにあたりまして、相撲の指導をされている、相撲

経験のある他の小学校の先生の話を聞きに行かせていただいたんですけど、実際やり

だしてみると、男子よりも女子の方が生き生きと相撲に取り組まれているというよう

なお話も聞きましたので、実際には女子だから男子だからというふうなことで、大き

な差が出てくるようなことではないのかなと考えてさせていただいているという次第

です。 

あわせて今回、学校の先生向けに研修会もさせていただいたんですけれども、そ

ちらの方でも女子相撲の世界大会に行かれた方をお招きして、女子でも楽しめるんだ

よということをお話していただきましたので、男子女子という隔てなく、今は楽しん

でいただける時代じゃないかなと考えている次第です。よろしくお願いいたします。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。他にご意見はございませんか。 

〇東野委員 また喋っちゃいました。これは私の経験なんですけども、東淀川区のあ

る小学校で、ある議員さんがプッシュされて、そこの現場は何も欲しいと言わないの

に土俵ができて上の屋根もついて、そして授業で相撲をやれというなことがかつてあ

ったんです。 

でも今はどうかというと、もう誰も使わないのでひびがいって。ですからやっぱ

り現場の意見を聞いていただいて、お金を有効に、我々市民の税金ですので有効に使

っていただきたいと思うんです。 

今回の体育用備品も、これはもう少額でしょうけれども、集まると大きな金額に

なりますので、そこのところはやっぱり小学生の体力向上ということで、余りにもこ

う縛らないで、現場が使いやすいような予算の立て方をしていただきたいと思います。

以上です。 
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〇萩原部会長 はい。では2つ目の項目につきまして、ただいまの議論を受けての総

括お願いいたします。 

〇丹葉子育て教育担当課長 子どもの数が基本的には少なくなってきている中で、ど

ういう事業が効果的に役立つのかというところは、我々が一方的に決めてるわけでは

なくて、まず校長会で意見を聞いて、ただ16校ありますので、その中で全て同じ声が

上がってくるわけではないので、どの順番立てで物を買い揃えていくのか。消耗品と

いうか、無くなっていくというものではないので、1回使ったらもう終わりというも

のではないので、30年度は相撲になりましたが、来年度はまたどういう形で行うか現

場の声を聞いて、それが一定期間繰り返されると、ある程度充実したものになるんで

はないかなと思ってます。 

ただ、劣化もしてきますので、それをどう回していくのかというと、今、委員か

らあったように、買ったは2年経ったらそれをどこにしまったか分からんというよう

なことにならないように、我々もしっかり備品の管理をしていきたいと思いますし、

より時代に合ったものにしていきたいと思います。今日は貴重なご意見ありがとうご

ざいます。 

〇萩原部会長 はい。では続きまして、3つ目の項目。具体的取り組み3－2－2「不登

校など課題を有する児童生徒に対する支援について」、事務局より説明をお願いいた

します。 

〇丹葉子育て教育担当課長 同じ27ページの下の表のところですけれども、現在、区

内の小中学校の不登校生徒児童を対象にしまして、主に学習支援を中心としたプログ

ラムを提供して、個々の事情に応じた支援を行っております。 

具体的には、毎週火曜と木曜日に昼の1時から5時まで、城東区の子ども・子育て

プラザにおいて「城東ふらっと教室」、こちらの方も事業者に事業をお願いしまして、

現在のところは先ほどのJOTO塾と同じ家庭教師のトライのほうで事業を受けていただ

いてるんですけども、自分のその日勉強したいなと思う物を持ち込んでいただいて、
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その生徒児童さんのペースに合わせて取り組みをやっておる次第でございます。 

あとは、そこだけではなかなか子どもの気持ちが向かない、利用できないという

ことがあってはいけませんので、その子どもが今日は行きたいなと思った時に行ける

ような環境として、城東区からは出てしまうんですけれども、トライの京橋校、都島

区にトライの京橋校がありますので、そこについては月曜日から土曜日まで、9時か

ら16時になりますけれども、その時間帯にはフリーに来ていただけるような事業展開

をしておりまして、トライのネームバリューもあるのか、利用される方も増えてきた

ということで、成果が上がってるものと思います。 

ただ一方で、こちらは28年から始めた事業ですけども、28年、29年の2年間はトラ

イとまた違う事業者にこの事業を受けていただいておりまして、その事業者はどちら

かというと、学習支援というよりも不登校、家から出れない、人と交わることが苦手

だという子どもをどう支えていくのかという活動を主にされてきた事業者でしたので、

そういうところでの強みを発揮いただいたんですけれども、学習支援というところで

は、そういった不登校というイメージが参加しようという一歩を疎外するのか、なか

なか参加者の人数が上がらなかった状況があります。 

また、トライに変えたら参加する人がたくさん増えたけれども、学習の方への期

待値で皆さんは来られているので、本当にそういう家からが出れない子どもへの支援

がどうなのかなという、ちょっと今我々の事業としても、本当は両方ともカバーした

いんですけれども、一つの事業者でそこをカバーしきれるような事業者がなかなかお

られない、100人の不登校の方がおられたら100通りの原因がありますので、それをど

うフォローしていくか苦慮しているところもありまして、要はそういったことも含め

て委員の皆さまにご議論をいただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

〇萩原部会長 それでは、不登校など課題を有する児童生徒に対する支援につきまし

て、委員の皆さんのご発言をお願いしたいと思います。 
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 どなたかご意見ございませんか。はい、中島委員、お願いします。 

〇中島委員 公募の中島委員です。今、城東区で不登校って言われる子どもさんは、

小学校、中学校、高校で何人ぐらいいてるのか、把握されているのかどうか。 

それとあと、初歩的な質問ですけど、不登校という子どもはどういうふうに定義

されているのかお聞かせ願えますでしょうか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 まず定義につきましては、学校を休む日数が30日を超え

た子どもが、統計的には不登校という形でカウントされていくことになるんです。 

年間30日を超えてしまった段階で不登校という定義に入るということで、集約が

されております。 

委員からありました、じゃあどんな子どもがいてるんだと、その数を知らないと

事業がなかなか進まないというものもっともなご意見だと思うんですけども、なかな

かデリケートな問題ですので、ちょっと行政区ごとの情報というのは開示されてませ

んで、今、大阪市としては市全体の数としては、小学校に何人、中学に何人いてます

よという情報は出ているんですけども、区別の情報を出していただけてないので、そ

の点はご了承いただきたいと思います。 

まず小学校としましては、29年度が817人。学年とか年齢とかは出てないんですけ

どおられるということで、1年前の28年度は742人。27年度は608人と、ちょっとずつ

増えている傾向にありますということです。 

中学校のほうは、同じく29年度が2,680人。28年度が2,649人。27年度が2,497人と、

大阪市の不登校数ということで公表されておりまして、いずれも増えてきています。 

それからすみません、全体の母数が何人かというところは、ちょっと統計資料の

方と今持ち合わせておりませんので、分かるようであれば後日公表させていただきた

いと思うんですけど、今は数字的にはそういう状況になっております。 

〇萩原部会長 はい。では他にご意見はございませんか。では、福田委員、お願いし

ます。 
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〇福田委員 小・中のことは言われたんですけど、高校はどうなんですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 高校となりますと、居住地と行く学校と、私立、まあ中

学もそうなんですけども、私立、公立、国立と色んな選択肢があるので、統計が私ど

もの方で今取れてませんので申し訳ございません。また色んな資料を調べる中で何か

見つけることができましたら、機会を見てお伝えさせていただきたいと思います。 

〇萩原部会長 はい。では福井委員、お願いします。 

〇福井委員 区では開示されてないっていうことなんですけど、把握はされてるんで

すね。 

〇丹葉子育て教育担当課長 大阪市の数字が出るということは、個々の細かな数字も

きっとあるはずだと思います。ただ、我々もそこの事実も含めて、大阪市全体でしか

公表しないということで、我々も情報がいただけてない状況となっております。 

〇福井委員 区でもご存じないということなんですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 そうですね。 

〇福井委員 区から大阪市にあげた数字だから区が知っておられるのかなと思ったん

ですけど。 

〇丹葉子育て教育担当課長 各学校から教育委員会の方に行って、教育委員会が全体

を把握して公表してますので、それのフィードバックがいただける事業もあれば、デ

リケートな問題ですから、そこまでの開示がされないものもあるということで、これ

はちょっとデリケートな方に入ってるということでございます。 

〇福井委員 そしたら、支援事業をやってて成果があったとか無かったとかっていう

のはどうやって把握されているんですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 何人にこの支援ができたから良かったというものではな

くて、常にそういうオーダーがあった時に、一つ一つ答えていく形でしか今のところ

は評価ができないような状況ですので、こちらの方でも前年度よりもそういう方が増

えたからそれが良かったのかというと、ちょっとそれも違うかなと思いますし、全体
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の数に対して占める割合がどんどん落ちていってこそ初めて良かったのかなと思うん

ですけど、ちょっとまだそういうところの整理も含めて、どういう形の関わりが事業

として良いのかというところを、28年度から始めたところの事業でございますので、

色んな模索をしているところでございます。 

〇福井委員 もう1つすみません。それと、業者さんによってそういう違いがあった

っていうことですが、両方の業者さんに頼んでできないんですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 まさにそのやり方を良いとこ取りできないかなというこ

とで、我々この事業者を選定するのに、公募して、単にお金が安いからだけで決めす

のではなくて、中身についてもプレゼンテーションしていただいて、この中身でやっ

てくれるのならということで選定していくんですけども、その立て方もどういう形が

良いのかということで現在模索しております。 

31年度の予算としては何とか計上しているんですけれども、そこの予算をどうい

う事業者にターゲットを絞ってやっていくかというのはこれからまた詰めてくんです

けど、そういうのも含めて、何かまた良いアイデアをいただきたいと思っております。  

勉強が遅れてるために行けなくなった子どももおられるでしょうし、何とか頑張

って学校に行こうと思ったけれども、休んでいた期間があって今の授業についていけ

ない。だからそれがまた二次的にそういう要素になる。色んなケースがありますので、

そういう部分でいうと、委員ご指摘のように色んなバージョンの事業者の強みを集め

るのが一番だろうなと思うんですけど、なかなかまだ事業者がそんなに沢山あるわけ

ではなくて、トライは学習塾のノウハウを持っているところに、そういったケースワ

ークというかカウンセリングのスキルを足して工夫されてるけれども、やはり主体は

学習支援になっておられるというような状況ですので、こういう事業者があるのかと

いうのを我々も今、色んなところで情報収集しているところでございます。もしどこ

かで、ここでこんな取り組みをやっていたよというようなことがありましたら、ご教

示いただけたらと思っております。 
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〇福井委員 いっぱい言って悪いんですけれども、やっぱりそれと、事業者さんばっ

かりあてにせんとね、基本は学校の先生じゃないかなっていうふうに私は思うんです

けど、学校でどういう取り組みをすることが必要ではないのかなっていうのが一番思

います。 

〇萩原部会長 はい。では今、学校でどういう取り組みをっておっしゃいましたが、 

これについて何かご意見はございますか。これについて何かご意見はございませんか。 

松尾委員、お願いいたします。 

〇松尾委員 学校の取り組みでこういうのっていうのは分からないんですけども、30

になりますが私の甥っ子が蒲生中学で不登校になりまして、私の妹の息子ですけど、

やっぱり親はかなり、片親でしたし、子どもも一番苦しんでると思いますけど、親も

かなり辛かったいうことで、今はもう働き出るようになりましたけど。 

私も何かお話で聞いたことがあるんですけども、やっぱり引きこんでいる子ども

の方がやっぱり命を自ら落とす。どんなに悪くても、外に出て、昔で言うたら不良っ

ていうか、やんちゃな子ども同士で遊んでる方が仲間がいるから、やっぱり1人にな

るっていうことは、本当に自ら命を落とすっていう危険性が多々あるっていうことで、

まして、今はやっぱり働いている親が多いですし、子どもが家に1人でいてるってい

うことで、子どもも精神的に色々な面で病んでるから。そんな好き勝手、好きなこと

ばっかりはできないと思うんですけど、動けないっていうことで。 

だからやっぱりそういう意味で、学校に来れなくなる前に子どもの異変を、意外

と親が働いていたりすると、そういう意味じゃないですけれども、なかなかやっぱり

親だけの目では子どもの異変が見つけにくい。もちろん見つけないけないんですけど

ね。 

やっぱり先生たちの力を借りて、最近何何君がちょっととかいうね、やっぱりそ

ういう先生と、なかなか中学校になると、小学校、中学校になると担任の先生とお話

する機会も少ないですし、本当に親が自ら学校に出向いていかないと、先生もすごい
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忙しいっていうことで、私も娘が中学の時に色々クラブのことで先生に問題があって、

お伺いしに行ってたんですけど、本当に親から学校に行かないと様子も分からないっ

ていう状況になっているので。割と保健室の先生が、ちょっとしんどくなった子ども

を、ちょっと寝るだけで気持ちがほっとするとか。だから本当にその病んでいく子は

勉強ができる出来る、出来ないよりも、本当にしんどくなって動けなくなってってい

うのが実態やと思ってるんですけど、だからその学校でもやっぱり手立てを、トライ、

民間の方が上手だとは思うんですけど、本当にお仕事、商売してはるから。だけどや

っぱり、学校の先生とか保健の先生っていうのは子どもを育てるという、見守るとい

うね。育ちに責任を。親もですけど、その気持ち的なところはね、その塾の先生がど

うやとかではないんですよ。もちろん愛情を持って仕事されてる方も多いですし、塾

で助けられたとかいう子どもさんもいてはるかもしれませんけど、勉強がなかなか学

校ではね、細かいとこがついて行けないっていうのは確かにあると思うんですけど、

やはり何をしたら良いかっていうのは難しいんですけど、とにかく学校で保健室の先

生を充実させていくとか、何か学校でやっぱりね。 

もう子育ても終わって、おばあちゃんのあれですけれども、やっぱり何かそうい

う空間とか居場所とかいうのをみんなで作っていかなきゃいけないんですけ、学校が

やっぱり一番の居場所になるようなことをみんなで考えていかなくちゃいけないなっ

て、私も自分に言い聞かせてる部分もあるんですけど、なかなかそれが、本当に難し

いことやと思いますけれども、そこにやっぱりちょっと力を注いでいただきたいと思

います。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。他にご意見はございますか。では、小

林委員、お願いします。 

〇小林委員 子どもじゃないんですけども、18歳から、成人に自立訓練施設の管理者

をしています。 

よく外からホームページを見たとか、問い合わせの電話がしょっちゅうかかって



 

－36－ 

くるのはほとんど子どもなんですよね。中学生で学校へ行ってないんですけど、そち

らを利用することができますかという問い合わせが。高校生の場合は役所との相談っ

ていう話をすることがあるんですけど、中学の場合はうちを利用っていうのはちょっ

と難しいので、もうちょっと児相であるとか保健師であるとか、ソーシャルスクール

ワーカーとの話し合いでという説明はさせていただいてるんですけど、そういうのが

よくあるんですけど。 

勉強も外へも、そのいくつも、福井さんおっしゃったけど、要求してもその辺は

難しいんじゃないかなというふうに感じています。 

私が携わっているのは18歳以上の大人ですけれども、勉強がついていけなくてい

じめにあったとか、そういうこともあって、勉強を聞いても何を聞いてるのかも分か

らないっていう、もうその授業に行くことが辛くなったという方が沢山いらっしゃる

んだけれども、不登校になる原因はそういう勉強のことだけでなくって、でももっと

小さい段階からの親の関わり、アタッチメントであったりとか色んな、発達の方がか

なり以前より増えてて、この10年間、発達の判断ができるシステムが構築されたとい

うことがあって、発達というふうに判断される方も増えていますけど、それについて、

そしたらこっちが子どもとかをソーシャルワーカーとして抱えられるか、勉強教えれ

るかっていうと教えれないんです。 

何もかも、両方とか言ってもその辺は難しさもあるんだろうと思うし、今はわり

かし中学校は不登校でも卒業させますので、大阪府は高校助成、無償化ということで、

私学に行くと諸々の、修学旅行とか色んな諸々のお金がかかるけれども、授業料自体

は無償化というところで、結構私学の総合教育学科というふうな名前の特別支援学級

とか学校に行かれている方がすごく多くって、そんな人が結局、次へ行ったけど2、3

ヶ月で辞めて、もうしばらく、半年以上、1年も家にこもってるような方が結構多い

んですけれども、もう本当に今感じてるのは、そういうことに思斉とか生野とかの特

別支援学校の方が本当に良い教育っていうか支援をされてるなというふうに感じてい
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ます。 

本当に高校を卒業してきたっていうのに、数学じゃないですよ、算数もできない

っていう子が。普通3年生までの算数と国語ができれば、日常生活には困らないって

言われてるんですけど、それさえできないっていうふうなこととか、生活マナーとか

リズムがついてない人がすっごく多くて、それを何もかも学校にっていう、その辺は 

難しさがあるっていうふうには感じているし、先生も余裕が。精神疾患を患う人の職

業、まあ区長は教育委員会からですけれども、すごい多くて、先生に余裕が無いのに

そんな子たちに色んなことを教えてください、やってくださいって言ってもそれは難

しさがあるかなというふうにはちょっと感じています。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。では、中井委員。 

〇中井委員 すみません。一応不登校ですね、非常に大きな課題なんですけども、不

登校と言いましても色々ありまして、精神的に病んで引きこもってる。そうじゃなく

て、もともとやんちゃな子と遊んでる方が面白いから不登校。そういう、大きく分け

て2つぐらいあるんですかね。 

あとですけども、あんまり何というかテーマを広げずに、本当に精神的に病んで

引きこもってる子のケアをどうするかということを最優先と。なぜかというと、やっ

ぱり命を落とす子もいてますんで、やっぱりそういうところに絞ってやった方が良い

んじゃないかなという気はします。 

私は仕事柄、地元中学校で年に2、3回情報交換をするんですけど。最近の傾向は

やんちゃなんはもうほとんどおりません。減っております。深夜徘徊とかそういうも

のはどっかその辺で、どっか公園でタイマンをはる、そういうのは無くなってきてま

す。何が増えているか。登校している子でも引きこもり傾向にある。なぜか。SNSで

す。それで目に見えない相手と話をしている。1人の場合なんか、家でをした子なん

ですけど、1回も会ったことも無いのに、奈良の五条に住んでるおじさんのところへ

家出をして行ったという事例も聞いてます。 
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そういうことで、SNSということで学校の先生も非常に範囲が広がって、把握しづ

らくなっていると。自分とこの地域だけじゃなくて、範囲が広がり過ぎてると。そこ

ら辺をどうしていくかということで、今、先生たちは悩んでおられます。 

そういう意味で、やっぱり不登校全てをひっくるめずに、やっぱり重点的にこれ

というふうに、一番そういう子どもの人生に一番大きく関わることを、やっぱり命を

落とすということが一番大きいことですから、やっぱりそういう精神病んだ子をケア

していくということに絞って、学習能力を上げるとかじゃ無くって、そういうところ

に絞っていった方が良いんじゃないのかなというふうに思います。 

〇萩原部会長 ありがとうございます。はい、では東野委員、お願いします。 

〇東野委員 現場の先生のしんどさというのは新聞等で賑わせてますけれども、団塊

の世代が退職していって、新しい若い先生がどっと入っていますね。勉強したい、自

分がもっと良い教師になるためにね。でも、例えば先生の数が増えない。心理カウン

セラーを充実するのも良いことなんですけれども、それと同時に先生の数を増やして

ほしい。 

トライは、あれは塾ですから生活指導はやってくれません。でも教師は、勉強も、

それから生活指導もやらざるを得ない。ですから、私はもともと教員でしたけれども、

例えば、勉強したい、色んな実践とか研究をされてる方を呼ぼうとしても、教育委員

会が予算で研修費が出ない。勉強する以前に疲れてはるわけですけれども、例えば勉

強したいと思っても何がしかのお金が要るでしょう、研修やろうと思ったら。その先

生に来てもらうと思ったら、そのお金はどうするかいうと教育委員会がその研修費は

出せないと言うてるから無理ですとかね。 

そういうような、集中と選択とおっしゃるんやったら、現場の先生方にプラスに

なるような集中と選択をやっていただきたいと思います。以上です。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。では福田委員、お願いいたします。 

 時間が来ておりますので、福田委員に最後にしていただいて、その次の、その他の



 

－39－ 

議題に入りたいと思いますので。では、福田委員、お願いします。 

〇福田委員 集中する発言の仕方をしないといけないんですけど。 

〇萩原部会長 申し訳ありません。 

〇福田委員 いえいえ。あまり関わりが出来ないんですけど、居場所づくりを城東区

で始めたと思うんです。きっと大阪市全体でこのような取り組みを始めたと思うんで

すが、今のような事情も含めてされたことによって、どんな良いことが生まれてきて

るのかなっていうのを一度聞きたいなとずっと思っていたんです。 

それから2つ目は、不登校っていうのもちょっと課題ではあるんですけど、10時半

くらいに学校に来るっていう子どもと出会いまして。そしたらもう、毎日毎日迎えに

行くんですけど、迎えに行った時はまだ起きてないっていう感じで、結局、長い取り

組みの中でゲームして夜遊んでいるから朝起きれない。 

不登校にはならないけれど、そういう生活が目につかないっていうか、きちんと

した生活をしようという思いが、親の側にも無いっていうのがあって、学校に毎日毎

日報告しましたが、「福田さん、教育のことには手を携えるけど、家の事は手を携え

ないんです」って、教頭から言われまして、私、そんな学校って、どんな学校って思

うくらい、教育を目ざす子育てについてね、教頭先生がそういう考えを持っていると

いうことにびっくりした体験しまして、そしてその後、クラスの先生に言いまして、

家庭訪問の時に、もう365日同じ洋服があって、お風呂に入らない、洗濯した洋服を

着ていないというふうな状況だったんで、遅れてはいるけれども10時半じゃなく9時

ぐらいっていうふうな感じになってきているので、不登校のことも含めて、居場所づ

くりをしながら、盛んにこども食堂に誘ってね。もっとこう、基本的生活はこうしな

いといけないっていうことを親子共々身に付くことができるような形がとれたらいい

なっていうことで。 

3つ目は、お金の使い方ですけど、成績で子どもを考えるんじゃなくて、やっぱり

社会に出て行った時に人間として生きていける。それこそ市民税、府民税がきちんと
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払えるような働き方ができるような人に育てることも、不登校を通して、人づくりの

意味があるんじゃないかなっていうようなお金の使い方をね。今のところだと何この

お金が使われてるかっていうのが分からないので、どうしてもトライに行っちゃうか

なと思うとちょっと残念すぎるので、全体を捉えた、子育てを含めた教育に携わって

欲しいなと思います。 

〇萩原部会長 ありがとうございます。 

〇中島委員 すみません。最後に1個だけ。 

〇萩原部会長 中島委員、お願いいたします。 

〇中島委員 すみません。ちょっとお聞きしたいのは、不登校に関わっているのが、

区、市、学校、教育委員会、それと保健所というんですかね。というふうに分かれて

ると思うんですけども、硬い言い方したら、法的には区はどのようなことが出来るん

ですかね。 

先ほど、市からの公開データは無い、教育委員会とまた立場が違うというお話だ

ったんで。区としてできることは何なのかなと思いまして。ちょっとお聞きしたくて

というか．どこを目ざされているのか。以上です。 

〇丹葉子育て教育担当課長 今の中島委員の質問については、基本的には教育委員会

がやはり主になります。ただ、大阪市は委員会だけでやるんじゃなくて、もっと地域、

身近なところで色々やっていかないといけないということで、分権型教育行政を推進

しており、区長のほうに色々な学校教育にかかる権限であるとか事業予算とかも、今

どんどん移ってきているというか、移行の過渡期になっています。 

その中で、それをどう活用して、どういうふうな関わりを持っていくのかは、

我々がこれから考えていく、我々の仕事ですので、より効果的な方法を考えていきた

い。その中でこういったご議論をしていただいている。まさに今日いただいた意見で

も、単にトライに委託してお任せという形ではなく、そういった専門のNPOさんの経

験もトライの経験も生かして、その中で東野委員がおっしゃられた、教員の方の研修、
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これもこの不登校をテーマにして実施したことがあります。それは非常に好評だった

ので、それを継続していくのが良いのか、それよりも、その先生方も経験が、この件

に対してそんなに経験が豊富にあるわけではないので、そういった先生たちが、そう

いうことに出くわした時にどういう接し方を子どもにすればいいのかっていうような、

常に相談できるようなシステムを構築するのも1つの手じゃないかと、色々と今考え

ておりまして、それの中で区の方が限られた予算ですけれども、どういう形で関われ

るのかということの答えを出していきたいなと思っております。 

また色々とこういう場を通してご意見をいただければと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

〇萩原部会長 はい。ありがとうございます。 

では引き続き、3つ目の項目の区役所としての総括をお願いしてもよろしいですか。 

〇丹葉子育て教育担当課長 居場所づくり、ふらっと教室はまさに学習支援という形

では全面に出ていますけれども、来て、パソコンでプログラミングをやるなど、色々

な幅を持った形でやってます。まずそこで対応できた子どもが、そこに落ち着ける環

境というのが1つの目的ですので、常に勉強、勉強というものが目的ではないので、

そこのバリエーションをどう増やしていくのかということだと思います。色々な形で

本当に模索中ですので、こんなとこでこんなんやってたみたいだよ、何か評判良かっ

たよということがあれば、また教えていただければと思っております。 

本当に28年度から区の予算を使ってこのような形で始めた事業で、本当に難しい

んです。今、委員からあったように、昼夜逆転から始まって、だんだん学校に行かな

くなって、そんな子どもばっかりかというと、自分の好きな科目の時だけは元気にや

って来る。でもその後はまた来ない。3日に1回だけ来る。それは非常に、校長先生と

お話してても、不登校と一括りに行っても、色んな不登校があった、我々の世代には

無かったような子どものパターンが出てきてて、とにかく学校も困惑しているような

お話を聞きますので、それも含めてどういう形で教員、学校の先生への支援、当然、



 

－42－ 

当事者の子どもと保護者への支援。どういう形で区として関わっていけるのかという

のは、またこういう場を通して積み上げていきたいなと思っております。よろしくお

願いいたします。 

〇萩原部会長 はい、ありがとうございます。では最後に、その他のテーマというこ

とで、冒頭に説明させていただいたと思います。その他のテーマということで、これ

だけは言っておかないと、というご意見はございませんでしょうか。 

では、東野委員、お願いいたします。 

〇東野委員 これだけは言っておきたい、あるいは次回の会議には是非とも情報提供

して欲しいという時は、この紙に書いてあげたら、次までに事務局の方が用意してく

れますので、皆さん言い足りない部分はこの紙にしっかり書いた方が良いと思います。 

次回に情報が提供されて、より議論が煮詰まると思います。以上です。 

〇萩原部会長 他にございませんか。ただいまのご発言について。はい、では中井委

員、お願いいたします。 

〇中井委員 すみません。保育事業なんですけど、一応保育所、かなり問題になって、

立ててやってきまして、待機児童もほとんど無くなったという状況なんですけど、今

ですね、お母さんも働く時代になっておりまして、パートではなくて正社員とかそう

いう感じで、残業されるとかも結構多くなっておられます。 

そこら辺のケアを今後どうしていくのかと、今、保育所はだいたい6時頃で終わり

ますよね。残業してたら絶対間に合いませんよね。 

女性がこうやって働いていくためには、やっぱりお母さんが安心して残業、残業

を推進するわけじゃないですけど、どうしても残業せなあかん日が出てくると思うん

ですよね。そういうのを今後、どういうふうにケアしていくかということを、また考

えていただきたいということがあります。 

〇萩原部会長 はい。では小林委員、お願いします。 

〇小林委員 一番最初に言おうとした意見ですけど、城東区の一時保育事業のお金が
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かなり、31年度算定のところで、他のところの減り方に比べてかなり減っているかな

と。それは事業実績に対して減ってるのかもしれないんですけど、今年なんかは地震

とか台風とかがあって、職場に向かう時にもう預かってくれへんから困るって言って

たお母さんに道で何人も。今から仕事に行かなあかんっていう声があちらこちらで聞

こえながら職場に行ったという経過があって。 

だから一時保育は大変大切なことやし、皆利用したいけれども、実際にはすぐに

対応できるような使い方になってないからそんなに利用されてないというか、利用で

きてないっていうような実態があるのかなっていうところです。 

〇萩原部会長 はい。それでは、最後に区長にまとめていただきたいと存じます。よ

ろしくお願いします。 

〇松本区長 ちょっと待ってください。今の一時保育のことで。 

〇萩原部会長 答弁を。 

〇丹葉子育て教育担当課長 まず、一時保育の予算ですね。1つは保育施設がやって

いる一時保育はニーズがあるんであまり変わってないんですけれども、区役所の方で

色んなイベントとか申請手続きを集中してやる時に、子どもを連れて来られた時にど

こか別のところで預かることができる形があったらいいなということで予算を確保し

たんですけれども、なかなかちょっとそちらの方もご利用が無いというか、たまたま

用意していた会議室が急遽選挙とかそういうことで使えなくて、事業そのものが立ち

行かなかったということで、そのまま不用額になってしまってる部分があります。そ

れと、保育施設の方でやってる一時保育事業、一時預かり事業、これはニーズがある

んですけども、皆さんご承知のように保育士の確保が非常に難しい状況になっている

中で、本体、普通の保育所の運営の方にどうしても優先的に保育士がいきますので、

一時預かりの方の保育士というところまでなかなか確保ができなくて、事業規模が小

さくなって、利用実績が落ちてきているっていう状況もあります。 

保育事業、一時預かりをやるということは、最低2人の保育士をその事業に充てな
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いといけませんので、その2人をそこに充てるんだったら、クラス保育の保育士の方

に充てたり、障がい児加配の方が充てたりというような、他の選択肢の方に押されて、

ちょっと事業をやめたいんですというお声も事業者から上がっているようなぐらい、

今、人材の確保が難しいというような背景であるということでご理解いただければと

思います。 

あと、保育所が終わった後のフォローということで、たしかに、一般的には保育

所はだいたい11時間です。延長保育をやっているところで12時間ですから、7時半か

ら7時半か、頑張ってやっていただいてるところでも8時ぐらい。この近くはもっと遅

くまでやってる所もありますけれども、そこばかりに集中するわけにもいけませんし、

そういう形での延長保育、そういうふうな取り組みが、また実施したいけれども事業

の採算が合わないっていうような考え方もありますので、そういったところも国の方

の子ども子育て支援制度の中での体系のあり方もそういうものも色々とまた、当然、

大阪市だけの問題ではないと思いますので、国の事業制度、設計からまた出てくるか

と思いますけれども、そういうところを注視しつつ、区でできるものがあればまたそ

れはそれで取り入れていきたいなと思います。 

〇萩原部会長 はい。それでは最後に、区長にまとめていただきたいと存じます。 

〇松本区長 皆さんの熱心なご議論、並びにご意見ありがとうございました。 

3-1-1のところで、最初に子育てフェスティバルの来場者アンケートが無いといこ

とが話題になりました。この事業のみならず、他の事業でも同じようなご指摘をちょ

うだいしてますけれども、やはり事業効果の検証といいますか、東野委員の方から、

いわゆる税の使い方についても検証するべきだというお話もいただきましたので、そ

れにつきましては、やっぱり我々きちんと意識した上で事業をしていかなければなら

ないというふうに思っております。 

区民全体の認知度も上げていかないといけませんけれども、ご指摘いただきまし

たとおり、事業内容のより良い改善と言いますか、それに向けて実際に参加した方の
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お声も拾っていく必要があるのかなと思ったりもしております。 

あと、不登校の話も色々と意見をいただきました。学校の役割、家庭の役割、ま

た、区の役割、教育委員会の役割。それで言えば、こども相談センター等ですね、教

育と福祉との役割、それぞれやっぱりあると思うんですけれども、小林委員の方から

ありましたように、何もかも学校に求めるというのも、やっぱり現実的には無理がご

ざいます。ただ、学校の方も、私はこの秋から冬にかけまして、小学校16校、中学校

6校の計22校ですね、校長先生方と懇談をさせていただきましたけれども、学校の方

もかなりこの不登校児には取り組んでいただいております。 

ただ、学校だけでは解決しない。それに、どなたでしたかお名前は忘れましたけ

れども、不登校といいましても、昔みたいに引きこもって、ずっと部屋から出てこな

いという、いわゆる旧来のイメージのものもあれば、先ほど丹葉の方から申しあげま

したけど、自分の好きな時には出てくるけれども、それが終わったら「さいなら」と

言って帰ってしまうというふうな子が出てきたわけですね。 

あるいは、最近は減ってきてるんですけども、いわゆる遊び非行型というふうな

形で、特に最近は、先ほどSNSの話も出ましたけど、他校の子と繋がったり、そうい

った色々と非行に走るというケースがあったりとか、色んな話を学校の校長先生から

お聞かせをいただいております。 

そういう意味では非常にライフスタイルも、ご両親の働き方でありますとかも色

んなパターンが出てきてる中で、それぞれに対してどういう効果的なサポートができ

るのかということにつきまして、先ほどの検証ではないですけども、我々は事業とし

てやらせていただいてる以上、そこのところはきっちりと効果を検証させていただい

たて、少しでも子育て支援あるいは教育事業が少しでも良くなりますよう、区として

も様々な取り組みを進めていきたいですし、学校を支えていきたいと思っております

ので、どうぞよろしくお願い申しあげます。 

本日は皆様の大変貴重なご意見をちょうだいいたしまして、誠にありがとうござ
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いました。 

〇萩原部会長 もう時間になりましたので、それでは、城東区区政会議こども・教育

部会を閉会したいと存じます。委員の皆様ありがとうございました。 

それでは、最後に事務局、よろしくお願いいたします。 

〇縣総務課長 萩原部会長、内山副部会長、委員の皆様ありがとうございました。 

最後に事務連絡ですが、これまでの会議でいただきましたご意見や、本日いただ

きましたご意見、これらを踏まえまして、今後、予算担当の部局等とも調整をさせて

いただきたいと思います。 

その上で、次回の本会の時に、31年度の城東区運営方針案や予算案として皆さん

にお示しさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

それから、もう一つお願いです。本日はお配りしておりませんが、区政会議の運

営についてのアンケートを後日送らせていただきたいと思っております。 

こちらは、城東区だけのアンケートではなくて、大阪市24区統一で実施するアン

ケートになっております。委員の皆さんに必ず提出していただくようにと言われてお

りますので、締め切り等はまたご案内させていただきますが、提出についてよろしく

お願いいたします。 

それから、先ほどの東野委員からもございました、こちらの「ご意見・ご質問シ

ート」、是非とも積極的に活用いただいて、ご意見やご質問、また、本日言い足りな

かった、聞き足りなかったということがありましたら、後日でも結構ですので、ファ

ックス、メール、送付、直接持ってきていただいても結構ですので、よろしくお願い

します。 

それでは、これで区政会議こども・教育部会は終了させていただきます。皆様あ

りがとうございました。 
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